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文創産業発展処と香港電影発展局は10月31日、香港映画
産業の活気をアピールする「香港ナイト」レセプションを東
京で開催しました。同レセプションは香港経済貿易代表部が
後援したものです。

東京国際映画祭（TIFF）および「香港映画祭2024 Making 
Waves － Navigators of Hong Kong Cinema 香港映画の
新しい力」と連動したこのレセプションには、香港、日本、
そして海外の映画関係者ら約300人が出席しました。

香港電影発展局の王英偉（ウィルフレッド・ウォン）主席
は歓迎の挨拶で、香港映画5作品がTIFFでの上映に選ばれた
ことをうれしく思うと述べています。また、今年のTIFFでは、
香港を代表する俳優の1人であるトニー・レオン氏がコンペ
ティション部門の審査委員長を務め、香港アクション映画の
巨匠ジョニー・トー監督も審査委員として参加しました。「こ
れは正に、香港映画界を代表するベテランから若い世代の監
督や俳優に至るまで、香港の映画人が皆、才能とエネルギー
に満ちあふれている証です。その創造性と情熱により、国際
舞台で彼らがさらに輝くことを願っています」と王主席は語
りました。

続いて挨拶に立っ
た香港経済貿易代
表部の欧慧心（ウィ
ンサム・アウ）首席
代表は、TIFF に加
えて、「香港映画祭 
2 0 2 4 M a k i n g 
W a v e s」が 香 港 
国際映画祭協会の
主催で11月に東京、 
大阪、福岡の３都市で開催されることを紹介。「香港映画の美
学は、映画ファンの心の中で特別な場所を占めています。香
港の街並み、街角の風景、芸術感覚や環境は非常にユニーク
で、香港ならではのものです。日本の皆さまが、素晴らしい
映画作品を通じて東洋と西洋が融合した香港独自の文化に触れ、
実際に香港を訪れてくださるのを心待ちにしています」と話
しました。
「香港映画祭2024 Making Waves」については、5ペー

ジの記事をご覧ください。

東京でのレセプションで香港映画産業をPR
東京国際映画祭期間中に開催された「香港ナイト」に、サモ・ハン氏をはじめ多くの香港映画人が参加

香港電影発展局の王英偉（ウィルフレッド・ウォン）主席（写真・前列中央）、欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表（前列右から5人目）、香港電影発展局
事務局長を務める文創産業発展処の麥聖希（ゲイリー・マック）副コミッショナー（前列左から5人目）と、アクションスターのサモ・ハン氏（前列右から
6人目）、監督・脚本家・俳優のマイケル・ホイ氏（前列左から6人目）ら香港映画関係者

11 月 1 日には東京国際映画祭でサモ・ハン氏によ
るマスタークラスも

 1



李家超（ジョン・リー）行政長官は10月16日、「改革で発
展を強化し 共に未来を築く」と題した自身3度目となる施政
方針演説を発表し、経済発展の新たな推進力を生み出し、暮
らしを改善し、生活の質を向上させるための幅広い取り組み
を打ち出しました。

香港は金融、海運、貿易の国際的な中心地としての強みを
確立していますが、これらの分野は互いと密接に関連しており、
相乗的かつ補完的に発展させることが可能です。

金融に関して、施政方針演説は国際金融センターとしての
香港の発展をあらゆる面で促す戦略を示しています。世界最
大のオフショア人民元業務ハブとしての香港の地位を一層高め、
資産および証券市場を強化するとともに、世界クラスの金保
管施設の建設や取引メカニズムと規制枠組みの強化などを通
じて、香港を国際的な金取引市場へと発展させていく方針です。

海運については、香港海運港湾発展局の設立が発表されま
した。追加的な予算措置により、研究能力の向上、中国本土・
海外向けPRの積極化、人材育成の強化を図ることで、中国本
土と海外の海事企業の香港進出を促し、香港海事産業の持続
可能な発展を促進します。

一方、貿易分野の施策として、香港政府は高付加価値サプ
ライチェーンサービスセンターの構築を打ち出しました。同
時に、輸出信用サービスの充実などを進め、経済貿易緊密化
協定（CEPA）のサービス貿易に関する第2次改正協議書によ
ってもたらされる新たな機会も活用しつつ、中国本土・海外
企業による本部や関連部門の設置を誘致していきます。さらに、

酒類の輸入関税を引き下げ、酒類の取引および関連する高付
加価値産業の発展を後押しします。

香港政府はまた、香港を国際的なI&T（イノベーションと
テクノロジー）センターへと発展させるために力を注いでい
ます。過去2年間に実施された追加投資に加え、100億香港
ドルの「I&T産業誘導基金」を設立し、生命・健康テクノロ
ジーや人工知能など戦略的に重要な特定新興・未来産業への
投資に、より多くの資金を誘導します。他にも「I&Tアクセ
ラレーター試験計画」を立ち上げて、スタートアップを支援
するサービス・プロバイダーを誘致することで、スタートア
ップの力強い成長を促す施策が発表されました。

施政方針演説の主な内容は、6～7ページをご覧ください。

李家超行政長官が施政方針演説を発表
金融、海運、貿易における香港の優位性をさらに高めるとともに、I&T分野の発展を加速

香港はさまざまな世界ランキングで躍進
世界で最も自由な経済

フレーザー研究所は「2024年世界経済自由度報告書」を10
月に発表。香港は165カ国・地域中、最も自由な経済と評価され、
昨年の2位から首位に返り咲きました。

金融センター指数
英国のZ／Yenと深圳の中国総合開発研究院が9月に発表した

「世界金融センター指数（GFCI）」最新版で、香港は今年3月の
前回調査から1つ順位を上げて世界第3位となりました。

世界人材ランキング
9月に国際経営開発研究所（IMD）が発表した「2024年世界

人材ランキング」で、香港は順位を7つ上げて世界第9位となり、2016年以来のトップ10入りを果たしています。

デジタル競争力
国際経営開発研究所（IMD）が11月に発表した「2024年世界デジタル競争力ランキング」において、香港の順位は前

回から3ランクアップの世界第7位でした。
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フィンテック関連イベントとしてアジア屈指の規模と影響
力を誇る「香港フィンテックウィーク」が、今年も10月28
日から11月1日まで開催されました。

AI、ブロックチェーン、Web3など、業界を形づくる最先
端技術に焦点を当てる香港フィンテックウィークは、金融と
テクノロジーの未来に関心を寄せるすべての人にとって参加
必須のイベントで、企業が自社の専門的な強みを訴求し、次
のレベルへと成長を遂げるための理想的なプラットフォーム
となっています。
「フィンテックの新たな道を照らす」をテーマとした今年の

イベントには、100を超える国と地域から3万人以上が参加し、
香港、アジア、そして世界各地での商機を探りました。

陳茂波（ポール・チャン）財政長官は開会の挨拶で、香港
は最も魅力あるグローバルフィンテックハブの1つとして急
速に台頭していると指摘。「最新の数字は、香港のエコシステ
ムの活況を物語っている。現在、香港には1,100社以上のフ
ィンテック企業やWeb3企業があり、昨年比で約15％の増
加となった。これらの多くは香港外から進出してきた企業だ」
と述べています。

さらに陳財政長官は、香港政府が10月
28日、金融サービスにおけるAIの責任あ
る応用に関する政策スタンスと規制面での
方針をまとめた声明を発表したことに触れ、

「政府では、AIについてデュアル・トラッ
ク・モデルを採用するのが適切だと考えて
いる。金融業界におけるAIの導入を引き

続き奨励しつつ、関連リスクを随時評価し、その軽減を図る。
政府と金融規制当局は、業界との緊密な協力を通じて明確な
監督枠組みを提供し、発展に資する持続可能な市場環境を創
出していく」と語りました。

「香港フィンテックウィーク2024」を開催
アジア最大規模のフィンテックイベントに、100以上の国と地域から3万人を超える来場者が集結

CEPA サービス貿易協定の改正で 
自由化が一層拡大

香港特別行政区政府と国家商務部は経済貿易緊密化協定（CEPA）のサービス貿易に関する第2次改正協議に合意し、
10月9日、協議書に署名しました。これにより新たな自由化措置が導入され、香港のサービス業者や専門家は、広東・香港・
マカオ大湾区の珠江デルタ9都市を含む中国本土での企業設立や事業展開が容易になります。第2次改正協議書には、以
下のような制度の改革が盛り込まれており、中国本土と香港の経済貿易関係のさらなる強化をもたらすことが期待されます。
●　 香港の投資家に向けた円滑化措置として、「港資港法（香港資本企業は契約などの準拠法として香港法を採用できる）」

と「港資港仲裁（香港資本企業は仲裁地に香港を選択できる）」の規定を追加
●　 現地規制の承諾を追加することで、煩雑な手続きを削減し、企業が市場で自社サービスを提供する際の貿易コストを

引き下げ
●　 香港のサービス提供者は香港で3年間の実質的な営業実績がなくてはならないというCEPA利用の要件を、ほぼ全て

のサービス分野で撤廃。香港のスタートアップへの恩恵や外国投資の誘致が見込まれる
CEPAは国籍に関係なく適用されるため、海外投資家が香港での会社設立や香港企業との提携により、このユニークな

取り決めを活用することを歓迎します。
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日本のレストランが「食の都」香港に続々と出店 No.2

前回に引き続き、日系レストランが3社香港に進出しました。
9月12日、香港経済貿易代表部（東京）とインベスト香港が共催した外食企業

向けの香港視察ミッションに参加したRDCグル
ープが回転寿司店「がってん寿司」の直営店を香
港に初出店しました。香港で本格的な江戸前寿司
を提供します。

翌月の10月3日、株式会社物語コーポレーシ
ョンが、アジアでの海外展開計画の一環として、
ハンバーグ専門店「肉肉大米」の香港1号店をオ
―プンすると発表しました。同店では日本産の食
材にこだわり、日本の食体験を楽しむことができ
ます。

更に、2024年10月26日には「ミスタードー
ナツ」の香港1号店がオープンしました。人気を
博す同ブランドの海外拡大計画の一環として、香
港で展開します。

レストランに限らず、今後も続々と日本ブラン
ドが進出予定です。

香港を本拠とする複数の航空会社が、香港から日本各地へ
の直行便を続々と就航させています。

グレーターベイ航空は10月27日、香港－米子間に定期便
を就航させたのに続いて、11月16日に徳島、12月7日には
仙台への定期路線をそれぞれ開設しました。

一方、香港エクスプレス航空は11月1日に香港－広島線
を再開。高松線は同じく11月1日から週2往復を追加して、
デイリー運航としました。また、12月17日には週3便で静
岡に新規就航し、同路線は香港と静岡を結ぶ初の定期旅客便
となりました。来年1月17日からは、仙台への定期便運航を
開始することが決まっています。

さらに、香港航空も12月18日より仙台への定期便を就
航しており、香港と日本の間の航空網がますます拡充してい
ます。

香港と直行便でつながる日本の空港が増加中
香港の航空会社による地方路線開設ラッシュ。富士山静岡空港には初の香港への定期旅客便が就航

土地賃借権の 50 年延長で投資家に安心感
政府土地賃貸借契約延長条例が7月5日に施行され、香港における借地権延長の確実性を担保する法的メカニズムが導

入されました。今後数年間で期限切れとなる多数の借地契約の効率的な処理も保証します。
土地局は住宅・商業・工業用賃貸借契約を、追加の地価補填費を課すことなく50年間延長する延長通知を定期的に発行

します。この新しい仕組みは「2047年期限」にまつわる疑念を払拭し、投資家に安心をもたらすものです。
詳細はこちら➡　　https://www.landsd.gov.hk/en/land-disposal-transaction/extension.html

（左から）RDC HONG KONG COMPANY LIMITED
社長 倉地厚氏、株式会社アールディーシー 代表取締
役社長 CEO大島敏彦氏、インベスト香港 接客サービ
ス・旅行産業部　部長　シンディー・ウォン

「肉肉大米」では手作りした和牛ハンバーグを鉄板で
焼き上げたり、ご飯の上にのせたハンバーグに卵黄を
トッピングしたりして、日本の食体験を楽しむことが
できます

（左から）インベスト香港 接客サービ
ス・旅行産業担当部長 シンディー・
ウォン、在香港日本国総領事館 総領
事（大使）岡田健一氏（役職は当時）、
Dragon Circle Enterprise Limited 最
高経営責任者（CEO）ファニー・スー
氏、株式会社ダスキン 取締役 執行役員 
上野進一郎氏、株式会社ダスキン 執行
役員 国際部長 山本一成氏

10 月 27 日、香港から
の初便到着に合わせて
米子鬼太郎空港で開か
れた記念式典での平井
伸治 鳥取県知事（写真・
中央左）、グレーターベ
イ航空 CEO のリサ・ン
氏（中央右）、欧慧心（ウ
ィンサム・アウ）首席代
表（右から4人目）

11 月 1 日に行われた
「高松－香港線デイリー
化記念セレモニー」に
は、池田豊人 香川県知
事（写真・左前列奥か
ら2人目）、香港経済貿
易代表部の謝智浩（レ
オ・ツェー）次席代表

（右前列奥から 2 人目）
らが参加
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3度目となる「香港映画祭2024 Making Waves － Nav-
igators of Hong Kong Cinema 香港映画の新しい力」が11
月に開催され、東京（11月1～4日）、大阪（11月9～11日）、
福岡（11月15～17日）の3都市で、日本初上映の新作を含
む個性豊かな香港映画が上映されました。今回の映画祭は香
港国際映画祭協会が主催し、文創産業発展処の助成と香港経
済貿易代表部の後援を受けて行われたものです。

オープニング作品の『ラスト・ダンス』を皮切りに、『トワ
イライト・ウォリアーズ 決戦！九龍城砦』『スタントマン』『贖
罪の悪夢』、そして名作『フルムーン・イン・ニューヨーク』

のデジタル・リマスター版など、全部で11作品を上映。来日
ゲストを迎えてのQ&Aは計15回に上りました。

また、東京、大阪、福岡の蔦屋書店を会場に、香港映画の
ポスターや写真を集めた展示も開催。より多くの日本のファ
ンに、香港映画の活気を体感してもらうことができました。

香港映画祭を東京、大阪、福岡で開催
「香港映画祭2024 Making Waves」で個性あふれる香港映画11作品を上映。香港から大勢のゲストが来日

欧慧心首席代表が 
日本各地を訪問

欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表は、9月に大阪府、
奈良県、和歌山県を訪問し、各地の自治体および経済界幹
部と意見を交換しました。

香港経済貿易代表部の謝智浩（レオ・ツェー）首席代表代行は、11月21日に大阪、22日に東京で開催されたシンポジウム「国
際ビジネスセンター・ハイエンド市場としての香港の価値を再評価する」に来賓として出席。挨拶では、最新の施政方針演説で発
表された施策を取り上げつつ、香港の価値を維持し、向上させようとする香港政府の取り組みを紹介しました。

今回のシンポジウムはいずれも香港貿易発展局が主催したもので、大阪では関西日本香港協会と、東京ではNPO法人日本香港
協会との共催で行われました。

青森の代表団が来訪
11月26日、青森県の小谷知也副知事率いる代

表団が香港経済貿易代表部を訪れ、席上、香港を
含むアジア各地への青森県産りんごの輸出状況に
ついて説明がありました。香港は2023年、青森
県産りんごの輸出先第2位です。

シンポジウムで香港の価値を再評価

六本木蔦屋書店での香港映画
ポスター展

山下真 奈良県知事（写真・右）を訪問 下宏 和歌山県副知事と
小谷知也 青森県副知事（写真・中央）と謝智浩（レオ・ツェー）首席代
表代行（左から3人目）

11月1日のオープニングセレモニーには香港の映画人とともに、香港電影発展局事務局
長を務める文創産業発展処の麥聖希（ゲイリー・マック）副コミッショナー（写真・左から
2人目）、香港経済貿易代表部の欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表（左端）も参加
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映画『トワイライト・ウォリアーズ 決戦！九龍城砦』のセットが空港に出現
香港の大ヒット映画『トワイライト・ウォリアーズ 決戦！九龍城砦』（日本公開：2025年1月17日）の名シーンを再現

したセットが、10月7日から11月20日まで香港国際空港の到着ホールに設置され、かつて香港に存在した九龍城砦のユ
ニークな文化と歴史を、没入感をもって体験する機会を訪れる人に提供しました。

12月16日からは、啓徳にある複合施設AIRSIDEで展示されることが発表されています。

香港経済貿易代表部（中華人民共和国 香港特別行政区政府 駐東京経済貿易代表部）
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